
１１月２１日（木）第２学年の生徒たちが、本校体育館におい

て、仮設トイレ設置体験を実施しました。当日は、緑ヶ丘健全育

成会・まちづくり協議会・民生児童委員の方々も協働して、全１

８班がとてもスムーズに仮設トイレを設置することが出来ました。これからも地域の皆様と共に、防災に努

めて参りたいと思います。 

３・１１の東日本大震災の時に、ある村では、中学生がご高齢の方や保育園児をリアカーに乗せて避難を

したと聞きました。これは、実際に避難訓練で実施していたそうです。災害が起きた時に、避難所である中

学校のことをよく知っているのは中学生です。これからの地域の未来を担っていくのも中学生です。もしも

の災害時には、「中学生の力」が必要です。2年生の皆さんには、この体験を生かし、「中学生の力」を発

揮してもらいたいと思います。 

 

仮設トイレ設置体験をした生徒たちの感想（一部抜粋） 

・いつ地震が起きるか分かりません。我々中学生が少しでも地域のために役立てられるよう、今日の 

体験を大切にし、活用していきたいです。 

・中学生の私たちにもできることがあった。 

・仮設トイレを作れるようになったので、今、私たちがお世話になっている地域の方々に災害時等で恩 

返ししたいと思いました。 

・本当に使う日は来ない方がよいと思った。 

・災害が起こってしまった時に、１つでも自分にできることがあることは、大切だと思いました。 

・作り方がちょっと複雑だったけど、班のみんなと協力して出来たのでよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月26日(火)本校の１・２年生のボランティアで、

滝坂小学校に朝の読み聞かせ活動に行ってきまし

た。初めは、緊張すると言っていた生徒たちですが、徐々に自信をつけ、最後にはとても楽しかった、

また行きたいと感想を述べていました。 

 

仮設トイレ設置体験 

滝坂小学校読み聞かせ活動 

 


